










大阪大学 環境報告書 202005



大阪大学 環境報告書 2020 06



大阪大学 環境報告書 202007





₂

IN
PUT

OUT
PUT

大阪大学 環境報告書 202009



大阪大学 環境報告書 2020 10



大阪大学 環境報告書 202011



大阪大学 環境報告書 2020 12



大阪大学 環境報告書 202013



大阪大学 環境報告書 2020 14



大阪大学 環境報告書 202015



大阪大学 環境報告書 2020 16



大阪大学 環境報告書 202017



大阪大学 環境報告書 2020 18



大阪大学 環境報告書 202019



大阪大学 環境報告書 2020 20











大阪大学 環境報告書 202025



大阪大学 環境報告書 2020 26





大阪大学 環境報告書 2020 28



大阪大学 環境報告書 202029



大阪大学 環境報告書 2020 30



大阪大学 環境報告書 202031



大阪大学 環境報告書 2020 32



大阪大学 環境報告書 202033



大阪大学 環境報告書 2020 34





キャンパスの植物の調査と観察会

　2008年、2009年に教育研究等重点推進経費の

採択を受け『キャンパスに咲く花』（福井希一・栗

原佐智子共編著、大阪大学出版会）吹田編と豊中編

をそれぞれ出版し、学内の植生を紹介しました。本

書は基礎セミナー「植物を知り植物に学ぶ」の授業

内容のなかで新型授業開発プロジェクトに採択さ

れ、受講生とともに調査ととりまとめを行い、学内

教職員や卒業生の協力を得て出版したものです（箕

面キャンパスは調査のみとなりました）。調査結果

は、総合学術博物館にデータベースとして保存され

ています。この成果を受け21世紀懐徳堂の要請で、

2010年より春と秋に各２回ずつ、植物探検隊と称

して、待兼山の植物とその成り立ちを紹介する観察

会を実施しました。この取り組みは2019年の秋ま

で人気講座として継続され、公民館など学外団体か

らの要請もあり少なくとも延べ800人以上の受講者

が待兼山周辺をめぐりました。

『キャンパスに咲く花』の収載植物数は吹田・豊中

両キャンパスで200種以上にも及びました。その後

も観察会前の調査では毎回約120種の植物種を記録

しましたが、事前調査は全数調査ではないため、四季

を通じて観察可能な種数はこれを上回ります。

　大阪大学は千里丘陵に連なる三つのキャンパスを

有し、設立以来年月を経て、その自然環境は市街地

に残された緑地となっています。豊中地区の待兼山

には豊中市で希少となった植物や新種の昆虫が生息

し、基礎工学棟東側斜面には「大阪府レッドリスト

2014」で準絶滅危惧種のヒメボタルの生息地があ

り、豊中市の保全配慮地区となっています。2019

年度に共創機構社学共創本部で採択された社学共創

クラスター「大学・地域の共創による生物多様性保

全の実現」プロジェクトでは、このように貴重とな

った自然環境の保護について、SDGsの観点から企

業のCSR活動等としても協力を呼びかけることや、

学生、教職員、地域住民と自治体とともに意識する

拠点をつくり生物多様性を保全することと教育に統

合的に取り組んでいます。このような保全のための

整備は、地域住民と連携した防災、防犯にもつなが

ることや、長期的なエコシステムの確立に結び付く

ことで、大学と社会の共創による社会的課題の解決

にもつながります。

　本プロジェクトで始めた活動は主に二つあり、一

つは学生教職員と地域の住民や諸団体が共同し、教

育・研究活動を通じてキャンパス内や地域の生物多

様性を把握することでした。教育活動では、新入生

向けの授業「学問への扉」を開講して生物多様性を

学ぶ場を提供し、研究活動では、ヒメボタルや植生

の調査を行っています。

　もう一つの活動は、学生教職員と地域の住民や諸

団体が、生物多様性を守り育てる活動を楽しみなが

ら行うことで、仲間を増やしながら、地域社会の持

続可能性を向上させる取り組みのネットワークやゆ

るやかな体制をつくることです。豊中市の自然を調

査するNPO、アジェンダ21自然部会のほか、池田市、

吹田市とも連携をとりながら、行政、市民、大学の

対話の場を継続し、内外の関係者とともに、学内で

緊急性のある生物の保護から優先的に取り組みつ

つ、体制の整備を進めています。

（伊藤）

待兼山はアカマツ、モチツツジ、ソヨゴ、ネジキ、

シュンランなど、関西の山々に特徴的な植生を残し、

クヌギやコナラ、クスノキの樹冠とモウソウチクな

ど、人の利用による植生の侵食を受けながらも、種

数についてはこの10年ほどで大きな増減はみられ

ません。待兼山は弥生時代から周辺に人が居住し、

古墳が残る葬送の地であり、清少納言は『枕草子』

の中で、名山の一つとして挙げています。中世以降

は入会地として利用されながら1869年に大阪医学

校が開設されて以来、大正天皇と皇太子（昭和天皇）

の行幸啓、戦災、学びの地として伐採と植栽、建物

の建設と、人の出入りが繰り返されてきました。に

もかかわらず、周辺の山々と比較すれば明らかに種

数では劣るものの、待兼山にはいまだに豊かな里山
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の名残があるといえます。街中の大学の中にある、

人とともにあった歴史と記録がある貴重な山、それ

が待兼山です。

また現在は、旧制浪速高等学校尋常科博物教室に

よる昭和４（1928）年の御大典記念研究、『待兼山産

薬用及有毒植物目録』、「待兼山植物目録」をデータ

化して、「御大典記念標本」と、現在の植生との周

辺環境の変遷の比較検討を試みながら、保全の活動

とリンクさせることにも取り組んでいます。

（栗原）

豊中キャンパスの

ヒメボタルの幼虫調査

ヒメボタルはホタル科に属す甲虫の一種で、北海

道を除く日本列島に広く分布します。ゲンジボタル

やヘイケボタルとは異なる陸棲のホタルで、短くフ

ラッシュ発光します。近年、各地の市民グループに

よる調査により多くの生息地が見つかり、成虫の発

生時期、発光時間帯、大きさなどに地域変異がある

ことが明らかになりました。その一方で市街地に近

い個体群は開発などにより消滅し、大阪府のレッド

データリストでは準絶滅危惧種に指定されていま

す。特に豊中市では、豊中キャンパスの他には、春

日町に生息地が残されるのみとなり、2016年より

都市緑地法に基づく「特別緑地保全地区」に指定さ

れました。キャンパス内のヒメボタルは、2015年

に理学研究科から基礎工学研究科研究棟の東側斜面

（市立豊中病院との境界部分）を中心に分布が確認

されました。しかし、生育域の詳細や密度などにつ

いての情報はなく詳しい調査が求められています。

2019年度は、幼虫の生育域や成長段階を調べるた

め、トラップ調査を行いました。トラップは小さな穴

をあけたプラ製小型円筒ケースを用い、その中に誘

引用の餌（生きた巻貝を潰したもの）を入れ、幼虫の

生育場所と考えられる地表面に上下左右１ｍの間

隔、99個を12月21日に埋設しました。1 週間後の12

月28日に回収し、幼虫数をカウントした結果、99ト

ラップ中50トラップに幼虫が見つかり、合計78匹

の幼虫が捕獲できました。生息密度は１㎡あたり

0.5 匹（総設置面積 148㎡）で、他の地域のデータと

比較すると高密度な生息地と考えられます。幼虫の

体長は 9㎜～15㎜、平均 12.1㎜（78匹）、中央値 11㎜

（20匹)でした。9㎜の２匹を除いて、他は終齢幼虫

で、12月末の時点でほとんどの幼虫が終齢に達して

いることが明らかになりました。この調査は、社学共

創クラスター（2020年度より SSI 協力プロジェク

トへ移行）「大学・地域の共創による生物多様性保全

の実現」構成メンバーで行い、大阪大学生物研究会お

よび大阪府立刀根山高等学校生物エコ部に協力をい

ただきました。

調査トラップには、ヒメボタルの幼虫の他に、ヤ

スデ、ムカデ、ダンゴムシ、ワラジムシ、およびゴ

ミムシ類が混獲され、調査トラップを埋設する際、

ミミズも複数確認されました。このことから、幼虫

の生育場所にはこれら土壌動物が生息し、また幼虫

の捕獲場所によっては、餌となる陸生貝類の生育し

ていないポイントもみられるため、幼虫たちは広範

囲に餌を求めて移動しているか、他の生物を食べて

いることも示唆されました。

（松本／中島）

キャンパスの鳥類と樹木

待兼山を含む豊中キャンパスでは、これまで鳥類

が 50種以上も確認されています。鳥類は枝にとまり

羽を休めたり、巣をつくり繁殖したりするだけでな

く、実を食べるので、種子散布を通じて豊かな森林形

成にも貢献するとされています。キャンパス内では

約70種類の樹木が確認されていますが、実際に成樹

がみられない樹木の実生（芽生え）が確認できること

から、野鳥がいろいろな場所から種子を運んできて

いる実態が明らかにされました。野鳥の種とどのよ

うな植物を食べているか、その食性との関係を調べ

ることで、キャンパス内の緑化に際し、自然を豊かに

する樹種の選定にも役立つと考えられます。

一年中キャンパスにみられる鳥として、スズメ、

ハシブトガラス、メジロ、ウグイスおよびエナガ（下

左図）が確認されています。初夏には、オオルリ、

キビタキ（下中図）、ニュウナイスズメが渡りの途

中の休息地として利用しています。冬の渡り鳥とし

ては、シロハラ、ツグミ、ルリビタキ（下右図）が

確認されています。これまで少なくとも10種の巣

立ち雛が確認されており、野鳥の繁殖地としても利

用されています。また、中山池では、バンやカモ類、

サギ類など多くの水鳥がみられ（注）、水辺の植物や

水草を食べている姿がみられます。

キャンパスで鳥のさえずりを聞き、身近に多様な

鳥類の存在を感じ、それを育む多様な樹木の存在を

理解してもらう身近な学び場として、自然を考える

きっかけを提供できればと考えています。

（中島／古屋）

（注）カワセミ、カワウ、バン、オオバン、カイツブリ、アオサギ、

ダイサギ、コサギ、キンクロハジロ、ホシハジロ、カルガモ、

マガモ、ハシビロガモ、ヨシガモ、オカヨシガモ、ヒド

リガモの 16 種

キャンパス環境の保全と生物多様性

　大学は、研究と教育の基盤として、キャンパスに

建物を建てる等の整備を行っていかなければなりま

せん。そのときに、単純に何㎡建てなければならな

いとか、「大事な生物がいるから駄目だ」といった

議論だけではなく、大事な自然資源があるのなら、

どのような環境や経緯がそれを可能にしたのか、例

えば建物を建てながら保護することは可能なのか、

あるいは他の場所へ移すことはできないのか、待兼

山など一定の観察フィールドとしてまとめていくこ

とはできないのか、ということを議論しながら、開

発と保全のバランスをとって行かなければならない

と考えています。

保全するにしても、ほったらかしは保全ではあり

ません。一旦人間の手が入った以上、ササやタケが

繁茂しすぎないようにするとか、最低限の間伐を行

うなどの維持管理をしていくことが必要ですが、一

方で、大学の財政状況はかつてないほど厳しく、広

大な樹林地の維持管理に予算を振り分けることは、

ますます難しくなっています。

その中で、待兼山の植物探検隊や、タケの会（柴原

町タケの会コラボ、サステイナブルキャンパスオフ

ィス）・そうめん流し（経済学研究科の有志学生）が

行ってきたように、さらに昨年からヒメボタルの観

察や保全（松本＋中島ほか）に取り組んでいるよう

に、本来人間が自然の中での生活で行ってきたよう

なフィールドワークを、学び楽しみながら少しずつ

続けていくことで、多大の予算をかけずとも、研究や

教育と連動させながら、進めていかなければならな

いと考えています。

社会の仕組みは、理念的なこと、技術的あるいは学

術的なこと、人々の生活や経済活動と密着した取り

組み、これらが一体となって組み立てられていく必

要があります。一方で、社会の側でも、企業のESG

（環境、社会、企業統治）投資や CSR（企業の社会的責

任）といった言葉や、あるいは生涯学習の考え方のよ

うに、企業や組織が社会に貢献することや、人が学び

続けることの重要性に注目が集まっています。

キャンパスや周辺地域での生物多様性を守り育て

ていく活動を、集約された成果として見せていくこ

とで、まずは大学の学生教職員や経営層に対して、キ

ャンパスの空間資源・自然資源としての維持保全と

生物多様性の重要性を理解してもらうことが大切で

す。そして周辺地域の人々や企業に活動や支援の輪

を広げていくことが、社会全体の持続可能性を高め

ていくための活動のモデルとなるのです。

（吉岡）

中島大暁 撮影
＜撮影条件：2020/05/30 22:48, 55'40", 
　　　　　　f/1.8, ISO 1600, 50mm（35mm 換算）＞
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Nat. Mater., 10
J. Appl. Phys. 123

J. Elec. Mater. 47
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